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1 本書について
1.1 本書の目的
本書は、IPA／SECのスタンドアロン型信頼性自己診断ツールの要件定義および仕様をまとめたものです。
2 ツール機能
2.1 機能
Excelで実装する。以下の機能を有する。

·    信頼性データの登録・削除・変更

·    信頼性ガイドラインの準拠度のチェックと組織／プロジェクト診断
·    信頼性自己診断ツールV1.0およびV2.0からのインポート機能

2.2 データ量

5,000プロジェクト、50操作ログを想定する。
2.3 動作環境
本ツールは以下の環境で動作するものとする。
	Microsoft Excel®
	2003、2010


3 基本仕様
3.1 全体構成およびフロー
	ツール機能構成
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3.2 準拠度判定ロジック及び組織・プロジェクト診断ロジック
3.2.1  設問について

設問の概要を以下に示す。
	
	情報システム供給者向け
	情報システム利用者向け

	Ⅱ信頼性・安全性向上に向けての全般的配慮事項
	Q1～Q8
	Q1～Q9

	1. 関係者の責務
	Q1～Q2
	Q1～Q2

	2. 経営層の責務
	Q3～Q7
	Q3～Q8

	3. 信頼性・安全性向上に向けた多面的取組みの必要性
	Q8
	Q9

	Ⅲ企画・要件定義・開発及び保守・運用全体における事項
	Q1～Q49
	Q1～Q49

	1. 企画・要件定義段階における留意事項
	Q1～Q14
	Q1～Q13

	2. 開発段階における留意事項
	Q15～Q30
	Q14～Q28

	3. 保守・運用段階における留意事項
	Q31～Q38
	Q29～Q36

	4. 障害対応に関する留意事項
	Q39～Q45
	Q37～Q45

	5. システムライフサイクルプロセス全体における横断的な留意事項
	Q46～Q49
	Q46～Q49

	Ⅳ技術に関する事項
	Q1～Q7
	Q1～Q7

	1. 開発手法・ツールの活用及びテスト環境の整備
	Q1～Q3
	Q1～Q3

	2. 信頼性・安全性向上に向けた技術の活用及び留意事項
	Q4～Q7
	Q4～Q7

	Ⅴ人・組織に関する事項
	Q1～Q8
	Q1～Q7

	1. 人材育成・教育の実施、組織の整備
	Q1～Q8
	Q1～Q7

	Ⅵ商慣行・契約・法的要素に関する事項
	Q1～Q10
	Q1～Q10

	1. 契約における重要事項の明確化
	Q1～Q5
	Q1～Q5

	2. 情報システム構築の分業時の役割分担及び責任関係の明確化
	Q6～Q8
	Q6～Q8

	3. 着実な契約履行
	Q9～Q10
	Q9～Q10


3.2.2  配点方法　
次の用語の定義を以下に示す。

得点：設問ごとに回答者が答えて得た点数。あるいはその得点合計。

満点：設問ごとには10点で、もっとも取り組んでいる場合を回答した場合に得られる点数。

基準点：対象のプロジェクトあるいは標準プロセスのシステム区分（重要インフラ、基幹システム、それ　　　　以外）ごとに定められている、実施が必須とされている設問ごとの点数あるいはその合計点。設問ごとに見ると10点または0点となる。
配点ロジックは以下の通り。

各設問の配点（満点）：10／（小問の数×（選択肢の数-1））

各設問の配点      ：二択の場合（例 はい、いいえ）　Nとは選択肢の前からの順番を示す。
10／（小問の数）×（2―N）　

：三択以上の場合

　　　　　　　　　　　　　　　10／（小問の数）×（N－１）／（選択肢の数―１）　

（例） システム供給者Ⅲの配点

	Q番号
	設問数
	Nの配点
	備考

	
	
	1
	2
	3
	4
	5
	

	Q1
	4
	10/4
	0
	
	
	
	

	Q2
	17
	10/17
	0
	
	
	
	

	Q6
	24
	10/24
	0
	
	
	
	“具体的な～”と“要求内容”および続く2つの項目はぞれぞれ依存しているので1つ目がいいえの場合は加算しない。

	Q9
	7
	0
	10/7×1/3
	10/7×2/3
	10/7
	
	

	Q10
	7
	0
	10/7×1/2＝5/7
	10/７
	
	
	


Nは、選択肢の前からの順番を示す。

（例1） 二択の場合
1：はい
←N=1
2：いいえ
←N=2
（例2） 四択の場合
1：当該項目の要求については、要件定義書が作成されていない　　←N=1
2：当該項目の要求に対応づけられていないが要件定義書が作成されている　←N=2
3：当該項目の要求の一部に対応づけて要件定義書が作成されている
←N=3　

4：当該項目の要求の全てに対応づけて要件定義書が作成されている
←N=4　

（注）
基本的に小問は独立下のものと考えるが、特に表で前の設問と依存関係が有る場合は、矛盾がないようにする。（例　システム供給者のⅢQ6、Q32、Q46など　　Q46に関しては表の一番前の設問（把握と活用）が3、4以上でないと後の設問は加算しない）

質問の依存性について以下に示す。

(1) 設問自体が前の設問に依存する

　　　　　　　　　（例）　システム利用者のⅢQ10　（Q5、6に基づき要件定義書を作成していますか？）

　　　　　　　　→　考慮する

　　　　　　　　　　Q5、6の具体的内容が全て　2：いいえ　の場合は、Q10を加算しない

(2) 設問内で小問bがaに依存する

　　　　　　　　　（例）　システム利用者のⅢQ2　（b.　上記の前提事項で、、、、）

　　　　　　　　→　考慮する

　　　　　　　　　　a.の回答が全て2．いいえ　の場合は　b.は加算しない

　　　　

(3) 設問内で部分的に依存する

　　　　　　　　　（例）　システム利用者のⅢQ6　（具体的な要求内容の文書化→要求内容の背景・理由の文書化、要求に対する定量的指標項目の設定→指標の具体化の設定）

　　　　　　　　→　考慮する

具体的な要求内容の文書がいいえの場合は、要求内容の背景・理由の文書化は加算しない

　　　　　　　　  要求に対する定量的指標項目の設定がいいえの場合は、指標の具体化の設定は加算しない

(4) 設問内で矛盾が生じる場合

　　　　　　　　　（例）　システム利用者のⅤQ3　育成計画　（設定されていない）のに、実施状況（計画通り充分）が選ばれている。

　　　　　　　　→　分岐が複雑になるので考慮しない。　　
3.2.3  　診断結果
(1) レーダーチャート
取得点数の満点に対する割合（％）と基準点の満点に対する割合（％）をレーダーチャートで表す。
項目対応表（※）に従い、点数化した結果をガイドラインの章立てに戻す。（14項目）

14項目を以下に示す。
Ⅱ信頼性・安全性向上に向けての全般的配慮事項

1.関係者の責務

2.経営層の責務

3.信頼性・安全性向上に向けた多面的取組みの必要性

Ⅲ企画・要件定義・開発及び保守・運用全体における事項
1.企画・要件定義段階における留意事項

2.開発段階における留意事項

3.保守・運用段階における留意事項

4.障害対応に関する留意事項

5.システムライフサイクルプロセス全体における横断的な留意事項

Ⅳ技術に関する事項

1.開発手法・ツールの活用及びテスト環境の整備

2.信頼性・安全性向上に向けた技術の活用及び留意事項

Ⅴ人・組織に関する事項

1.人材育成・教育の実施、組織の整備

Ⅵ商慣行・契約・法的要素に関する事項

1.契約における重要事項の明確化

2.情報システム構築の分業時の役割分担及び責任関係の明確化

3.着実な契約履行
基準線は、項目対応表（※）のシステム区分ごとの必須事項（◎）の満点合計とする。
○は推奨項目なので加算しない。

＜イメージ＞
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※経済産業省「【別紙】信頼性ガイドライン（第2版）・信頼性評価指標（第1版） 項目対応表」

評価コメントは以下のように文言を表示する。

基準線より上回っている項目：「○○が強みです。」

基準線より下回っている項目：「○○に関しては注意が必要です。」
（例）

基準線より上回っている項目：
Ⅲ．企画・要件定義・開発及び保守・運用全体における事項

１．企画・要件定義段階における留意事項が強みです。

基準線より下回っている項目：

Ⅲ．企画・要件定義・開発及び保守・運用全体における事項

１．企画・要件定義段階における留意事項に関しては注意が必要です。

(2) 各設問の得点を棒グラフで表示する。
＜イメージ＞
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X軸は全設問（ⅡQ1、Q2、、、Ⅲ、ⅣQ１、Q2,、、、、、ⅤQ1、、、）

Y軸は得点（設問ごとに10点満点）　　

基準線を折れ線グラフで追加（設問ごとに見ると10点または0点。3.2.2 配点方法参照）　　　　　　

(3) 条件付き設問（「該当しない」あるいは相当の文言）は、以下について該当する。

利用者：ⅢQ16、ⅣQ2、Q5、ⅥQ6、Q7、Q8


供給者：ⅢQ17、ⅥQ6、Q7、Q8

【「該当しない」（他の文言の場合もあり）が選択された場合の配点の基本的考え方】

「該当しない」が選択された場合、基本的にその設問は無いものとみなす。

したがって、

ⅰ）その設問の得点は0点になる。（小問単位の場合は、その小問単位に同様の考え方）

ⅱ）その設問の配点は満点に算入されない。

ⅲ）その設問が基準点に含まれている場合は、基準点の対象外になる。

となる。
基本的に設問単位に上記の考え方を適用するが、一部小問単位となる。その具体的な例を以下に示す。
A) 設問単位の配点パターン
	該当設問
	利用者：ⅢQ16、ⅣQ5、ⅥQ6、Q7、Q8
供給者：ⅢQ17、ⅥQ6、Q7、Q8

	説明
	＜概要＞

設問（Q）の中に一つでも「該当しない」の小問があれば、設問全体が「該当しない」になる

＜詳細＞

【上図の場合】

情報システムの企画・要件定義・開発・保守・運用の各フェーズを異なる情報システム供給者が担当していない場合は、「該当しない」を選択する。Q6の場合はその条件が小問a、bのどちらにも影響するため、a、bどちらかで「該当しない」を選択すると、Q6全体が「該当しない」とみなされ、Q6の得点は0点となる。

	例

Ⅵ Q6、Q7、Q8の場合
	＜前提＞

テーマ別評価結果シートのレーダーチャートでは、得点の満点に対する割合（得点合計/満点合計）、基準点の満点に対する割合（基準点合計/満点合計）が14テーマ軸に対して表示される。

ⅥQ6、Q7、Q8の三つの設問は「情報システム構築の分業時の役割及び責任関係の明確化」という軸に含まる。したがって、以下のようになる。

満点合計=30

システム区分が重要インフラ、基幹システムの場合、基準点合計=30

	
	＜例①＞ⅥQ6のみが「該当しない」の場合（ⅥQ7、ⅥQ8では「該当しない」が選択されていない）

得点合計＝Q7＋Q8の得点（MAX.20）

満点合計＝30－10=20

基準点合計＝30－10=20

レーダーチャートの得点合計/満点合計の割合、基準点合計/満点合計の割合は以下のようになる。

得点合計/満点合計＝ （Q7＋Q8の得点）/20×100（%）

基準点合計/満点合計＝20/20×100＝100（%）

	
	＜例②＞ ⅥQ6、ⅥQ7、ⅥQ8が「該当しない」の場合

得点合計＝0

満点合計＝0

基準点合計＝0

レーダーチャートの得点合計/満点合計の割合、基準点合計/満点合計の割合はそれぞれ100%となる。


B)　小問単位の配点パターン

	該当設問
	利用者：ⅣQ2

	説明
	＜概要＞

設問（Q）の中の小問の「該当しない」が他の小問に影響を与えず独立している

＜詳細＞

【ⅣQ2の場合】

小問a、b、cがそれぞれ独立しており、いずれかの小問で「利用者は開発をしていない」（「該当しない」に相当）を選択しても、他の小問の得点に影響を与えない。

	例

ⅣQ2
	＜前提＞

テーマ別評価結果シートのレーダーチャートでは、得点の満点に対する割合（得点合計/満点合計）、基準点の満点に対する割合（基準点合計/満点合計）が14テーマ軸に対して表示される。

ⅣQ1、Q2、Q3の三つの設問は「開発手法・ツールの活用及びテスト環境の整備」という軸に含まる。したがって、以下のようになる。

満点合計=30

システム区分が重要インフラ、基幹システムの場合、基準点合計=30

	
	＜例①＞ⅣQ2の aのみが「該当しない」の場合（b、cでは「該当しない」が選択されていない）

得点合計＝Q1＋Q3の得点＋（Q2のb＋cの得点）

（MAX.20+20/3）

満点合計＝30－10/3=80/3

基準点合計＝30－10/3=80/3

レーダーチャートの得点合計/満点合計の割合、基準点合計/満点合計の割合は以下のようになる。

得点合計/満点合計＝ （（Q1＋Q3の得点）＋（Q2のb＋cの得点）/（80/3））×100（%）

基準点合計/満点合計＝（80/3/（80/3））×100＝100（%）

	
	＜例②＞ ⅣQ2のa、b、cが「該当しない」ではない場合

得点合計＝Q1＋Q3の得点（MAX.20）

満点合計＝20

基準点合計＝20

レーダーチャートの得点合計/満点合計の割合、基準点合計/満点合計の割合は以下のようになる。

得点合計/満点合計＝ （（Q1＋Q3の得点）/20）×100（%）

基準点合計/満点合計＝20/20×100＝100（%）


4 ツール画面・シート
4.1 画面・シート概要
4.1.1  画面・シート一覧
画面・シート一覧を以下に示す。
	名称
	フォーム・シート番号
	画面ID
	用途
	備考

	メニュー画面
	フォーム
	S-01
	データの新規登録、削除等の操作を行う
	

	トップ画面
	シート1
	S-02
	ツール起動時に表示されるシート
	ツール起動時に表示

	ツールの使い方画面
	シート2
	S-03
	ツールの使用方法を解説するシート
	

	タイトル画面
	シート3
	S-04
	プロジェクト概要、アンケートを入力するシート
	

	回答入力画面

・Ⅱ

・Ⅲ-①

・Ⅲ-②

・Ⅲ-③

・Ⅲ-④

・Ⅲ-⑤

・Ⅳ

・Ⅴ

・Ⅵ
	シート4～12
	S-05
	設問回答を入力するシート
	

	ログ画面
	シート13
	S-06
	操作ログを表示するシート
	

	テーマ別評価画面
	シート14
	S-07
	各テーマごとの診断結果を表示するシート
	

	各設問得点画面
	シート15
	S-08
	各設問ごとの得点を表示するシート
	

	データシート
	シート16
	S-09
	回答値の履歴を格納するシート
	不可視

	診断1シート
	シート17
	S-10
	診断結果計算に使用するシート
	不可視

	診断2シート
	シート18
	S-11
	診断結果計算に使用するシート
	不可視

	レコードシート
	シート19
	S-12
	回答値の一時保存と計算に使用するシート
	不可視

	workシート
	シート20
	S-13
	インポート時にV2.0プロジェクトデータを一時コピーするシート
	不可視


4.1.2  データ保存・表示関連シート構成
データ保存・表示におけるデータの流れを以下に示す。
	データ保存・表示におけるデータの流れ

	







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




4.1.3  診断関連シート構成
診断ロジックにおけるデータの流れを以下に示す。
	診断ロジックにおけるデータの流れ

	








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




4.2 画面・シート詳細
4.2.1  画面・シート説明
各画面およびシートの説明を以下に示す。
(1) メニュー画面
	画面ID
	S-01
	画面名
	メニュー画面

	画面概要
	記入データに関する各種操作を行う。

	レイアウト図

	
[image: image5]

 SHAPE  \* MERGEFORMAT 


	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	RecNo
	コンボボックス
	
	既存RecNoデータについて、「RecNo：件名」の形式で表示する。

先頭には「選択してください」を表示する。

	②
	表示
	ボタン
	
	RecNoコンボボックスが選択されていない場合は操作不可。

	③
	新規保存
	ボタン
	
	新規RecNoを採番して保存する。

	④
	上書保存
	ボタン
	
	表示されているRecNoに上書きして保存する。

	⑤
	削除
	ボタン
	
	

	⑥
	クリア
	ボタン
	
	

	⑦
	診断
	ボタン
	
	

	⑧
	インポート
	ボタン
	
	選択されている対象をインポートする。

	⑨
	V1.0
	チェックボックス
	
	

	⑩
	V2.0
	チェックボックス
	
	

	⑪
	ログ表示
	ボタン
	
	

	⑫
	印刷
	ボタン
	
	選択されている対象を印刷する。

	操作手順

	・既存データを表示する

(1) RecNo/プロジェクト名コンボボックス（①）から既存データを選択する。

(2) 表示ボタン（②）を押下する。

(3) RecNo未選択の場合はmsg1-005のメッセージを表示し、終了する。選択されている場合は、選択データが入力域に表示される。

・クリアする

(1) クリアボタン（⑥）を押下する。 

(2) 入力域をクリアする。

・新規保存する

(1) 新規保存ボタン（③）を押下する。新規RecNoが採番される。

RecNoはデータシートの全行数を11行（1プロジェクトデータ)で割ってプロジェクトデータ数をカウントし、採番する。

(2) データシート（不可視）に入力値を書き込む。

(3) msg1-003のメッセージを表示する
・上書保存する

(1) 既存データが表示された状態で上書保存ボタン（④）を押下する。

(2) データシート（不可視）の該当RecNo行に入力値を書き込む。

(3) msg1-003のメッセージを表示する。

・削除する

(1) 削除ボタン（⑤）を押下する。

(2) msg1-002メッセージを表示する。「はい」の場合はデータシート（不可視）の該当RecNoのデータ行を物理削除し上に詰める。「いいえ」の場合は処理を行わない。

(3) 削除した場合、msg1-004のメッセージを表示する。

・診断する

(1) 診断ボタン（⑦）を押下する。

(2) データを保存済みの場合は、テーマ別評価画面および各設問得点画面に診断結果（レーダーチャートと棒グラフ）を表示する。

(3) データが未保存の場合は、msg1-001メッセージを表示する。
・インポートする

(1) インポート対象（⑨、⑩）を選択してインポートボタン（⑧）を押下する。

(2) ファイル選択ダイアログで選択されたファイルをインポートする。Ｖ2.0からのインポートに関しては、タイトル画面の内容（システム区分、プロジェクト名含む）は移行されない。
(3) インポート対象とは異なるファイルが選択された場合は、msg1-014を表示する。

(4) msg1-013を表示する。

・ログ表示する

(1) ログ表示ボタン（⑪）を押下する。またはログ画面を直接選択する。

(2) ログシートを表示する。

・印刷する

(1) 印刷対象（⑬、⑭、⑮）を選択して印刷ボタン（⑫）を押下する。

印刷対象の詳細は以下の通り。

⑬、⑭：Excelの該当画面をそれぞれA4横（初期設定）で印刷。
⑮：登録しているプロジェクトデータのRecNo、プロジェクト名を下方向にリストアップしたものをA4縦（初期設定）で印刷。
(2) 印刷ダイアログを表示する。
・終了する

(1) メニューの終了ボタン（⑯）、またはExcelの終了ボタンを押下する。

(2) 未保存データがある場合は、msg1-006メッセージを表示する。「はい」の場合は保存し、「いいえ」の場合は保存しない。


＜メッセージ一覧＞

	使用システム

ツール
	ID
	メッセージ
	使用箇所

	信頼性自己診断ツール
	msg1-001
	このデータを保存してから診断してください。
	データ未保存で診断を行おうとした場合

	
	msg1-002
	○○(RecNo)のデータを削除してよろしいですか？（はい/いいえ）
	データ削除を行おうとした場合

	
	msg1-003
	保存しました。
	入力データ保存時

	
	msg1-004
	削除しました。
	データ削除時

	
	msg1-005
	表示するRecNo/プロジェクト名を選択してください。
	RecNo未選択で「表示」ボタンを押下した場合

	
	msg1-006
	データを保存しますか？（はい/いいえ）
	

	
	msg1-007
	システムエラーが発生しました。
	システムエラーが発生した場合

	
	msg1-008
	システム区分を選択してください。
	システム区分未設定で診断を行おうとした場合

	
	msg1-009
	処理中です・・・
	処理中

	
	msg1-010
	表示しました。
	表示処理終了時

	
	msg1-011
	クリアしました。
	クリア処理終了時

	
	msg1-012
	診断しました。
	診断処理終了時

	
	msg1-013
	インポートが完了しました。
	インポート処理終了時

	
	msg1-014
	正しいファイルを選択してください。
	インポート時に適切ではないファイルを選択した場合

	
	msg1-015
	V1.0またはV2.0を選択してください。
	インポート対象を選択せずにインポートボタンを押下した場合


(2) トップ画面
	画面ID
	S-02
	画面名
	トップ画面

	画面概要
	ツール起動時に表示する

	レイアウト図

	
[image: image6]


	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	IPA/SECロゴ
	リンク
	
	IPA/SECのウェブサイトに飛ぶ

	②
	スタンドアロン型信頼性自己診断ツール（利用者向け／供給者向け）
	
	
	


(3) ツールの使い方画面
	画面ID
	S-03
	画面名
	ツールの使い方画面

	画面概要
	ツール使用方法の解説を記載。

	レイアウト図

	
[image: image7]


	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	IPA/SECロゴ
	リンク
	
	IPA/SECのウェブサイトに飛ぶ

	②
	次のページへ
	ボタン
	
	Excelシート上のコントローラ


(4) タイトル画面
	画面ID
	S-04
	画面名
	タイトル画面

	画面概要
	プロジェクト概要、アンケートを入力する。

	レイアウト図

	
[image: image8]


	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	前のページへ
	ボタン
	
	Excelシート上のコントローラ

	②
	次のページへ
	ボタン
	
	Excelシート上のコントローラ

	③
	テキストボックス、オプションボタン、プルダウン
	テキストボックス・ボタン・コンボボックス
	
	


(5) 回答入力画面
	画面ID
	S-05
	画面名
	回答入力画面

	画面概要
	評価項目の回答を入力する。

	レイアウト図

	
[image: image9]


	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	前のページへ
	ボタン
	
	Excelシート上のコントローラ

	②
	次のページへ
	ボタン
	
	Excelシート上のコントローラ

	③
	一括入力ボタン・プルダウン
	ボタン・コンボボックス
	
	


(6) ログ画面
	画面ID
	S-06
	画面名
	ログ画面

	画面概要
	操作ログを表示する。

	レイアウト図

	
[image: image10]


	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	閉じる
	ボタン
	
	

	②
	ログ
	
	
	保存の操作について、操作名（保存の場合はRecNoも）、操作日時を記録する。

50件まで記憶し、51件目からは1件目のデータを上書きする。

	操作手順

	・ログを表示する

(1) 操作ログを表示する。最大50件表示されている。51件目からは1件目に戻って上書きされる。 

・閉じる

(2) 閉じるボタンを押下する。

(3) 本画面を閉じ、記入フォーム画面を表示する。


(7) テーマ別評価画面
	画面ID
	S-07
	画面名
	テーマ別評価画面

	画面概要
	判定結果を表示する。テーマ別にコメントとレーダーチャートを表示する。

	レイアウト図

	[image: image11.png]g AR

iER BE L
m

#

a2l

ki sd ‘&‘hmummmn B

i

oo

FeH i e meonncuL e zesoney,

T
o e .
IRELRNMTT RS

szma;

sRzRs

nEEoRn
P L

7 AME LA ROR
B RORERE AR

RHCRHIEESEARRE

AR oXE BT

3
R SR LR
RERRLERSE x
L
o TEaTCHIRESE

ya5a50o00onT0En
SRR AN RESE

B RS LA
mo s oLEE

fery

MBI IRESE

- amemcE 0 e

T EEREMCE 1R







	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	各設問得点結果を見る
	ボタン
	
	

	②
	診断結果コメント
	テキストボックス
	
	

	③
	診断結果レーダーチャート
	グラフ
	
	

	操作手順

	・診断結果を表示する

(1) 診断結果コメントとレーダーチャートを表示する。レーダーチャートには、各テーマ別の基準点と得点を表示する。

・各設問得点結果を見る

(2) 各設問得点結果を見るボタンを押下する。

(3) 設問別得点結果表示画面へ遷移する。


(8) 各設問得点画面

	画面ID
	S-08
	画面名
	各設問得点画面

	画面概要
	判定結果を表示する。各設問別に得点を表示する。

	レイアウト図

	
[image: image12]


	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	テーマ別評価を見る
	ボタン
	
	

	②
	設問別得点棒グラフ
	グラフ
	
	

	操作手順

	・診断結果を表示する

(1) 設問ごとに基準点と得点を棒グラフで表示する。

・テーマ別評価を見る

(2) テーマ別評価を見るボタンを押下する。

(3) テーマ別得点結果表示画面へ遷移する。


(9) データシート（不可視）
	画面ID
	S-09
	画面名
	データシート

	画面概要
	プロジェクトデータのデータベース

	レイアウト図

	
[image: image13]


	画面詳細

	メニュー画面で登録されたデータが表形式で記載される。
下図のように1プロジェクトは11行のデータで構成される。X、Y、Zは各設問に対する回答値を表す。（回答値についてはレコードシート（S-12） 参照）
（表左の[　]内の数字は行番号）

RecNo

プロジェクト名

システム区分

記録

日時

項目1

項目2

項目3

項目4

・・・

項目N

XXXX

YYYY

ZZZZ

ZZZZ

YYYY

YYYY

YYYY

YYYY

・・・

XXXX

YYYY

ZZZZ

ZZZZ

XXXX

ZZZZ

XXXX

YYYY

YYYY

・・・

XXXX

XXXX

ZZZZ

ZZZZ

XXXX

ZZZZ

XXXX

YYYY

XXXX

・・・

XXXX

ZZZZ

ZZZZ

ZZZZ

ZZZZ

ZZZZ

XXXX

YYYY

XXXX

・・・

XXXX

XXXX

YYYY

YYYY

YYYY

YYYY

ZZZZ

XXXX

XXXX

・・・

YYYY

YYYY

ZZZZ

ZZZZ

ZZZZ

ZZZZ

XXXX

YYYY

XXXX

・・・

YYYY

YYYY

ZZZZ

ZZZZ

XXXX

ZZZZ

XXXX

YYYY

XXXX

・・・

ZZZZ

YYYY

ZZZZ

ZZZZ

ZZZZ

ZZZZ

XXXX

YYYY

XXXX

・・・

YYYY

XXXX

YYYY

YYYY

YYYY

YYYY

ZZZZ

XXXX

XXXX

・・・

ZZZZ

XXXX

YYYY

YYYY

YYYY

YYYY

ZZZZ

XXXX

XXXX

・・・

YYYY












各行のデータ内容を以下に示す。

行番号

供給者向け

利用者向け

[1]

タイトル画面の内容

タイトル画面の内容

[2]

Ⅱ章

Ⅱ章

[3]

Ⅲ章Q1～Q14

Ⅲ章Q1～Q13

[4]

Ⅲ章Q15～Q26

Ⅲ章Q14～Q28

[5]

Ⅲ章Q27～Q38

Ⅲ章Q29～Q36

[6]

Ⅲ章Q39～Q45

Ⅲ章Q37～Q45

[7]

Ⅲ章Q46～Q49

Ⅲ章Q46～Q49

[8]

Ⅳ章

Ⅳ章

[9]

Ⅴ章

Ⅴ章

[10]

Ⅵ章

Ⅵ章

[11]

Ⅲ章Q26、Q46チェックボックス

Ⅲ章Q24、Q46チェックボックス

・プロジェクトデータの新規保存または上書保存時に、レコードシートの回答値行のデータが[2]～[11]行にコピーされる。（レコードシート（S-12）参照。）

・プロジェクトデータ表示時に、データシートのデータがレコードシートにコピーされ、そのデータが回答入力画面に表示される。

（注）信頼性自己診断ツールV1.0では、保存したプロジェクトデータを表示させる際に、チェックボックスの値が正しく表示されない場合がある。チェックボックスのデータは上表[11]行目だが、V1.0では[11]行目ではない行がレコードシートにコピーされ、そのデータが回答入力画面に表示されるため、チェックボックスの回答値が正しく表示されない。その際に上書保存をしなければデータシートのデータには影響しないため、V1.0のプロジェクトデータをインポートすると、本ツールでは正しく表示される。


(10) 診断1シート（不可視）
	画面ID
	S-10
	画面名
	診断1シート・

	画面概要
	テーマ別評価（レーダーチャート、診断結果コメント）のデータ。テーマ軸ごとの点数を表示。

	レイアウト図

	[image: image14]


	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	テーマ
	
	
	レーダーチャートの１４テーマ軸に該当。

	②
	基準点／満点
	計算式
	
	テーマごとに（⑤／④）×100の計算式が埋め込まれている。

	③
	得点／満点
	計算式
	
	テーマごとに（⑥／④）×100の計算式が埋め込まれている。

	④
	満点
	
	
	VBAマクロで指定。（モジュール：Module2、プロシージャ：analyze）
基本的に10×設問数。例外については、P8、9参照。

	⑤
	基準点
	
	
	VBAマクロで指定。（モジュール：Module2、プロシージャ：analyze）
基本的に、システム区分ごとの必須事項（◎）の数×10。例外については、P8、9参照。

	⑥
	得点
	
	
	診断2シートの得点をテーマごとにまとめた点数をVBAマクロで表示させている。

	画面詳細

	診断1シートに埋め込んでいる計算式のうち、例外を下記に示す。
・「信頼性・安全性向上に向けた多面的取組みの必要性」テーマ軸の「得点／満点」（セルC4）、「システムライフサイクル全体における横断的な留意事項」テーマ軸の「得点／満点」（セルC9）

＜説明＞上記テーマ軸の得点合計の最高点が満点と等しくならないため、得点／満点が0.999よりも大きければ、該当セルに100を表示するという計算式を埋め込んでいる。背景は、得点データの流れのおおもとであるレコードシートでは各設問の配点を小問数で割っているため、小問それぞれが最高点であっても、その合計点は設問の配点（満点）とはイコールではなく、若干値が小さくなってしまうため。

・「情報システム構築の分業時の役割分担及び責任関係の明確化」テーマ軸の「基準点／満点」（セルB14）と「得点／満点」（セルC14）

＜説明＞分母、分子がどちらも0になった時には各セルの値を100にするという計算式を埋め込んでいる。背景は、条件付き設問で「該当しない」を選択した際の配点ロジックにより、分母、分子がどちらも0になることがあり得るため。（3.2.3 診断結果(3) 条件付き設問 参照）


(11) 診断2シート（不可視）
	画面ID
	S-11
	画面名
	診断2シート

	画面概要
	各設問得点グラフのデータ。設問ごとの点数を表示。

	レイアウト図

	
[image: image15]


	使用する部品

	部品ID
	ラベル
	部品の種類
	表示範囲
	説明

	①
	設問
	
	
	レーダーチャートの１４テーマ軸に該当。

	②
	基準点
	計算式
	
	VBAマクロで指定。

	③
	得点
	計算式
	
	レコードシートの得点を設問ごとに合計する計算式が埋め込まれている。


(12) レコードシート（不可視）
	画面ID
	S-12
	画面名
	レコードシート

	画面概要
	回答入力画面の入力値をもとに得点を計算する。診断ロジックのおおもととなるシート。

	レイアウト図

	
[image: image16]


	画面詳細

	・回答入力画面での回答値を表示し、それぞれの設問に対して配点を計算する。

・上図赤枠の構成は以下の通り。

設問（小問）
回答値

回答値に基づく配点

・「回答値」の値は、回答入力画面の入力域の種類によって以下のように異なる。

＜オプションボタン＞1～6までのオプションボタンの番号を返す。

＜テキストボックス＞テキストボックスに入力された文字列を反映する。

＜チェックボックス＞チェックボックスがオンであれば「TRUE」、オフであれば「FALSE」を表示する。
・「回答値」全行はプロジェクトデータ保存時にデータシートにコピーされる。（データシートの1プロジェクト11行のうち、2行目～11行目のデータに該当。データシート(S-09) 参照）
・「回答値に基づく配点」のセルにはそれぞれ配点の計算式が埋め込まれている。（計算ロジックについては3.2.2 配点方法 参照）


(13) workシート（不可視）
	画面ID
	S-13
	画面名
	workシート

	画面概要
	インポート時に信頼性自己診断ツールV2.0のプロジェクトデータを一時コピーする作業用のシート


5 VBAマクロ

5.1 VBAマクロ一覧

主なマクロを以下に示す。
	ユーザフォーム名
	関数
	説明

	frmInput
	openDialog
	openDialog

	
	chkImportV1_Click
	インポート時のチェックボックス制御

	
	chkImportV2_Click
	インポート時のチェックボックス制御

	
	UserForm_Activate
	Activate

	
	btnClear_Click
	クリア

	
	btnSaveN_Click
	新規保存

	
	btnSaveR_Click
	上書保存

	
	btnDelete_Click
	削除

	
	btnDiagnose_Click
	診断

	
	btnImport_Click
	インポート

	
	btnShow_Click
	表示

	
	btnShowLog_Click
	ログシートの表示

	
	btnPrint_Click
	印刷

	
	btnClose_Click
	終了

	
	UserForm_QueryClose
	閉じるボタン制御

	モジュール名
	関数
	説明

	Module1
	
	表示メッセージ、操作ログ、フラグ、評価コメント等の定義

	Module2
	recordLog
	ログを記録する

	
	getRecNoList
	recNoのリストを取得する

	
	getNewRecNo
	最新のRecNoを取得する

	
	clearInputFields
	入力シートの入力値をクリアする

	
	showInputFields
	指定されたDataシート行のデータをツール入力域に表示

	
	createDataBook
	データシートをコピーしたブックを作成する

	
	saveData
	現在表示しているRecNoのデータを保存する

	
	delete
	現在表示しているRecNoのデータを削除する

	
	analyze
	診断

	
	setRecNoCombo
	RecNo件名コンボボックス値をセット

	
	checkInputValue
	入力値チェック

	
	ImportV1
	信頼性自己診断ツールV1.0のプロジェクトデータをインポートする

	
	ImportV2
	信頼性自己診断ツールV2.0のプロジェクトデータをインポートする

	Module3
	
	ウインドウの操作、ウインドウのサイズ等の指定

	Module4
	
	コンボボックスの挙動の設定


入力シートおよびメニューでは1プロジェクトを扱う





【診断結果シート】





【入力シート】





診断





【メニュー】





新規保存、上書保存





【データシート(不可視)】（プロジェクトデータベース）





表示





フロー構成要素





：可視シート





：不可視シート





：データの流れ





：処理大括





＜新規保存、上書保存＞





回答入力





S-12：レコードシート





S-05：回答入力画面





S-09：データシート





S-04：タイトル画面





S-09：データシート





S-04：タイトル画面





＜表示＞





回答入力





S-12：レコードシート








S-05：回答入力画面





フロー構成要素





：可視シート





：不可視シート





：シート概要





【　　　　　】





：データの流れ





＜診断＞





S-12：レコードシート





【テーマ軸単位で評価結果を表示】


】





S-11：診断2シート





S-08：各設問得点画面





S-07：テーマ別評価画面





S-10：診断1シート





【設問単位で評価結果を表示】


】





【回答入力値表示と全設問小問配点計算】





【設問単位で点数を計算】


】





【テーマ軸単位で点数を計算】


】
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＜「クリア」押下＞


】
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